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　2011年12月開催の理事会（第233回）において、理

学療法学科（PT、Physical Therapy）と作業療法学科（OT、

Occupational Therapy）の2学科から構成される「リハビ

リテーション科学部」の設置が承認されました。現在、

2013年4月の開設に向けて準備中です。リハビリテー

ション科学部は、本学では5番目の学部であり、本学の教

育理念の「保健・医療・福祉の連携と統合」および行動目標

の「新医療人育成の北の拠点を目指す」を実現するため

に、本学の基盤整備の一環として「2020行動計画」の中

で策定されたものです。

　北海道におけるリハビリテーション領域の人材養成機関

は、大学は3校（札幌医科大学、北海道大学、北海道文教大

学）のみで、他は専門学校として3年制が2校と4年制が4

校あります。本学が参入することに対して一部で人材の過

剰が懸念されております。そこで本学は、第三者機関にお

願いして道内の高等学校や関連する医療機関を対象とし

て、受験生や卒業生の就職先の確保などを主にした広範

な項目にわたるニーズ調査を実施いたしました。その結

果、高齢社会の現状と医療過疎地を多く抱える北海道とい

う地域的特殊性から、リハビリテーション科学部設置に寄

せる期待は非常に大きいことが判明しました。

　質の高い医療を実現するためには、高度な教育を受け

たコメディカル・スタッフによる医療の実践が不可欠です。

リハビリテーション科学部は、国家試験合格率の100%達

成は当然目指しますが、それに留まらず多職種のメデカル・

スタッフと連携できる高度な専門職能人を養成したいと考

えています。

　本学は、学部と同時に大学院（修士課程）も開設しようと

しております。本学の大学院構想に対しては現場で働く多く

の理学療法士や作業療法士の人たちから社会人入学につ

いて強い関心が寄せられています。科学的根拠（Evidence）

に基づいた治療計画を策定し、治療効果を評価するために

は、臨床研究は不可欠です。そのためには、3つの能力、す

なわち「臨床dataを蓄積する能力」「症例を解析する能力」

「結果を公表する能力（プレゼンテーション能力・論文作成能

力）」を涵養する必要があります。これが大学院での人材養

成における高度化の具体的方策です。

　さらに、本学では、「地域リハビリテーション・センター」の

開設など、高度な学習環境の基盤整備を構想中です。

　これらの構想が実現することによって、地域や国際社会

に幅広く貢献できる人材養成が可能となってくると確信し

ます。


